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研究成果の概要（和文）：コロナ禍で生じた様々な支援者のモラルと活動中に生じるジレンマを調査すると共
に、モラルを維持するための支援者の心理支援手法の開発を目的とする研究を行った。その結果、COVID-19治療
病棟の看護師やダイヤモンド・プリンセス号集団感染事故の救援者、さらに自殺予防に関わる幅広い支援者に、
コロナ禍でモラルジレンマやモラルディストレスが生じたことが見出された。また自殺予防支援者、医療従事者
を対象とする「支援者のモラルを護る心理的支援プログラム」を開発した。有効性を検証するためのランダム化
比較試験を行った結果、本プログラムがモラル傷害を予防するための論理的思考力向上に有効であることが示唆
された。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to investigate the moral of various supporters and 
the dilemmas that arose during their activities in the corona disaster, as well as to develop 
psychological support methods for supporters to maintain their morals. As a result, it was found 
that the corona disaster caused moral dilemmas and moral distress among nurses in the COVID-19 
treatment ward, rescuers of the Diamond Princess mass infection incident, and a wide range of 
supporters involved in suicide prevention. We also developed a "psychological support program to 
protect the moral of supporters" for suicide prevention supporters and health care workers. The 
results of a randomized controlled trial to verify the effectiveness of the program suggested that 
the program was effective in improving logical thinking skills to prevent moral injury.

研究分野： 精神医学

キーワード： モラル　支援者支援　新型コロナウイルス感染症　医療従事者　災害救援者　自殺予防支援者　心理的
支援プログラム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、コロナ禍という特殊状況で「モラルが傷害される状態」に至る心理機制について、COVID-19と戦う広
範な支援者を対象に詳細に検討を行った。調査成果は順次学術誌に発表し、メンタルヘルス領域のモラル概念普
及に寄与した。また、翻訳したモラルレジリエンス尺度は、原著者から国際ワークショップに招かれ、今後国際
研究グループとして活動していくことになった。このように研究成果の学術的意義は高い。さらに、モラル傷害
を予防する心理技術と研修手法を開発し、その有効性を部分的に検証できたことから、ポストコロナの職域メン
タルヘルス、災害支援領域の支援者支援に役立たせることができると思われ、社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

2020 年から多数の感染者、死者が生じた COVID-19 の感染拡大、いわゆる「コロナ禍」にお
いては、ウイルス自体による身体危機のみならず、感染恐怖、自粛による孤立、抑うつなどメン
タルヘルスの危機、とりわけ経済危機による自殺者の増加が生じ、いのちの電話等自殺念慮者に
対応する支援者の不足が指摘された。さらに、COVID-19 に対応する医療従事者の深刻なメン
タルヘルス不調が国内外で報告された。 
この未曽有の感染症災害とそれに伴う国民のメンタルヘルス危機に対応するためには、

COVID-19 に対応する幅広い支援者（ボランティア、救急隊等の災害救援者、看護師・保健 
師等の医療従事者、自治体職員）の養成、支援技術の向上と同時に、彼らのメンタルヘルス 
を維持する、支援者の心理的支援の技術開発が喫緊の課題とされた。従来、災害や自殺予防の支
援技術は、あくまで支援を受ける被災者や自殺念慮者（受援者）のニーズに沿った対応を目的と
した良心的内容で、臨床的に支援者が頻繁に遭遇する受援者のニーズのずれ、受援者の過度の要
求、依存、攻撃性への対応、自殺希求への支援の限界といった活動上支援者に生じる心理的葛藤
（ジレンマ）への対応は含まれていなかった。このため、支援活動において対象に共感して生じ
る共感疲労、感情労働など特有の職業性ストレスが高まり、支援者に燃え尽きや抑うつが生じる
ことがあった。また、その心理的負担から、活動をやめる支援者も多く、災害対応や自殺予防の
人的資源の不足に直結した。 
特にコロナ禍における医療従事者のメンタルヘルス悪化の要因として、不条理な事態で医療

者のモラルが傷つく「モラル傷害」が指摘された。この概念は、元々戦争などの極限状況におい
て自分の倫理・道徳に反して組織の命令で殺傷行為をすることで生じる心理的外傷を指してい
たが、コロナ禍では医療従事者が自分の感染リスクを冒して活動したり、治療法がない中感染死
亡を目の当たりにしたりすることで生じる、燃え尽きや心的外傷後ストレス障害の発生プロセ
スの中間要因として、欧米で報告されるようになった。もしモラル傷害が組織と個人の心理的ジ
レンマの結果であれば、支援者がそのような場面での心理的態度と対処行動を学習し、あるいは
所属組織がその風土を改善して支援者を守ることができるような心理支援技術によって、モラ
ル傷害を「予防」し、メンタルヘルスを維持できるはずである。しかし、今までにこのような医
療機関や相談機関の支援者のモラルを護る心理的支援手法の報告はほとんどない。モラルの検
討は主に倫理学をはじめとする人文諸科学領域で行われており、モラルの観点から支援者の問
題を検討した研究はほとんどない。さらに欧米のモラル概念が我が国では「信念、道徳、倫理」
といった多義的な翻訳で遵守すべき行動規範として扱われ、モラル傷害のリスクやそれを護る
方法は教えられていない。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、様々な支援者のモラルと活動中に生じるジレンマを調査すると共に、モラ

ルを維持するための認知の修正と対処行動を学習する支援者の心理支援プログラムを開発し、
有用性を検証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）モラル傷害の実態調査・文献調査 
研究初年度は、内外の文献調査、支援者のモラル傷害・モラルディストレスとメンタルヘルス

実態調査、ならびに先行するモラル傷害支援プログラムの調査により、コロナ禍における支援者
の心理的支援ニーズを明らかにし、心理的支援技術のモデルを構築する。具体的には、以下の方
法で行う。 
① 支援者のメンタルヘルス実態調査 
コロナ禍で戦う医療従事者及び災害・自殺予防等に関わる支援者を対象とする。WEB サーベイや
インタビュー手法を用い、モラル傷害と関連メンタルヘルスに関する質的・量的調査研究を行う。 
②プログラム開発のための調査 
文献レビュー、諸外国の大学のモラル傷害、モラルディストレスの予防、改善プログラム内容調
査などを行い、プログラム開発の示唆を得る。 
（２）心理的支援プログラムの開発と実施 
研究二年度は、実態調査による仮説を基に心理的支援プログラムを開発する。プログラムはモ

ラル傷害の発生機序とモラルジレンマの解決法、モラルの苦悩の軽減手法を学習することによ
りモラル傷害に至る経路を抑止する予防介入を目的とした構成となる。学習は COVID-19 の感染
を避けるため、主にホームページに音声付スライド等の教材などによるオンラインプログラム
とする。プログラムは本プロジェクトの研究者（精神医学・災害・産業・地域保健）や国内外の
専門家により検討を重ねてブラッシュアップした後、少数例に実施し、効果や課題を直前直後で
検討するパイロット調査を行う。 
（３）心理的支援プログラムの実施検証と評価 
研究最終年度は、代表者、分担者の所属組織、所属学会（筑波大学附属病院、DPAT 事務局、日

本自殺予防学会）等の協力を得て研修プログラムとして対象者を募集し、安定的な受講者数を確



保して実施検証と評価を行う本調査を実施し、その効果を検証する。効果検証は、対象をランダ
ムに分け、オンライン研修プログラムと通常の感染予防対策研修プログラムのいずれかを受講
してもらい、受講前、受講後、受講１か月後の 3回アンケート調査を実施する対照比較研究を行
う。アンケートでは、実態調査で用いた尺度を再度用い、得点が観察期間で変化するかどうか確
認することにより、効果測定を行う。 
 
４．研究成果 
１）COVID-19 治療病棟の経験をした看護師のストレスと報酬の質的インタビュー調査 
COVID-19 感染症対応病棟へと運用転換を余儀なくされた病棟に勤務する医療従事者のメンタ

ルヘルスの悪化に関連する要因やその保護要因を質的研究にて明らかにするインタビュー調査
を 12 名に実施した。12 名のインタビューを逐語録化し、それをもとに質的な分析を行い、メン
タルヘルスの悪化やその保護に共通する要因を探索した結果、７つのサブカテゴリー、３つのカ
テゴリーが抽出された。「どこで感染するかわからない怖さ」という［COVID-19 に感染する怖さ］、
「コロナ病棟への配属は隠していた」という［COVID-19 対応病棟で勤務していることを公言で
きないストレス］という【COVID-19 そのものに関連したジレンマ】が生じていた。また、「話が
来たら断る理由はない」という［看護師としての使命感・責任感］、「他部署の人とのつながりが
できた」「団結して頑張れた」「すごくいい経験をさせてもらった」という［経験の重要性］を語
っており、「期間がわかっているから楽だった」「業務がこなせるか不安」という［慣れない業務
へのストレス］がありながらも【仕事のやりがいに関連したジレンマ】を抱いていた。 
２）ダイヤモンド・プリンセス号集団感染事故における医療救援者のメンタルヘルス調査 
2020 年 2 月に、横浜港でクルーズ船ダイヤモンド・プリンセス号の集団感染事故があり、多

数の災害派遣チームが救援活動を行った。未知のウイルスによるクルーズ船の集団感染という
特殊状況下で活動した支援者・救援者のメンタルヘルスの実態を知り、今後同様な事故が生じた
際の支援のヒントを得る目的で調査データを分析した。2020 年 2 月にダイヤモンド・プリンセ
ス号の集団感染事故において検疫を含む医療支援活動に従事した救援者のうち、同年 7 月 1 日
～9 月 30 日までの 3 か月間開設した「救援者のメンタルヘルス支援ホームページ」の利用者を
調査対象とした。ページで収集した匿名のストレス調査データを抽出し、各心理尺度をカットオ
フ値で分割し、従属変数、属性、活動状況を比較するクロス集計を行った。ストレス調査で結果
の得られた対象者のうち精神的不調が救援者の約 3割、不安が約 4割、トラウマティックストレ
スが約 4割に認められた。メンタルヘルス不調者はそうでないものに比して、年代、職種、役割
に加え、救援活動の際の経験に違いがみられた。精神的不調に有意に関連したのは、年齢が低い、
医師以外の医療職、活動後の十分な休養がとれないことなどであった。不安への影響要因は、医
者以外の医療職、活動前に活動内容の説明を受けていない、モラルディストレスがある事であっ
た。トラウマティックストレスの影響要因は、モラルディストレスがある事であった。本調査か
ら、未曽有の事態で不条理な活動を強いられる救援者には、モラルディストレスを軽減しトラウ
マティックストレスを予防する特別なチーム運用と訓練が必要と考えられた。 
３）自殺予防に関わる支援者のメンタルヘルス調査 
COVID-19 パンデミック時の自殺予防支援者の心理的苦痛と関連因子を明らかにすることを目

的に、2021 年 5 月から 7 月にかけて、いのちの電話や精神科医療機関の支援者を対象にウェブ
アンケートを実施した。818 人の参加者を分析した結果、精神科医療機関の医療従事者では、ヘ
ルプラインボランティアよりも心理的苦痛が有意に高かった。両職種において心理的苦痛に最
も関連した因子は、過労による休息不足であった。いのちの電話ボランティアにおける苦痛は、
自殺念慮や自殺企図をもつ人々を支援する能力の欠如、COVID-19 に関連する過剰なメディア報
道、クレーマーへの対応に悩むことと関連していた。医療従事者の苦痛は、感染予防対策のため
に患者に十分な支援を提供できないことと関連していた。パンデミック時の自殺予防支援者の
心理的苦痛は，過重労働，ヘルプラインボランティアが自殺予防の訓練を受けられないこと，医
療従事者が感染予防対策により十分な支援しかできないことなどが影響していたことから、パ
ンデミック時の自殺予防活動を維持するためには、支援者の心理的苦痛の要因に応じた対策を
実施することが必要と考えられた。 
４）モラル傷害、モラルディストレスの介入プログラムに関するシステマティックレビュー 
 モラル傷害を予防する心理教育プログラムの開発のために、初年度は国内外の Moral injury
あるいは Moral distress 関連の先行研究を系統的かつ包括的な手法を用いて収集し、本テーマ
に関する介入研究の介入プログラム内容、現時点でのエビデンス、Moral injury あるいは Moral 
distress の学術的定義などを整理した。具体的には、まず研究班内の 7 名の研究者で、Moral 
injury あるいは Moral distress 関連の用語を整理し、系統的レビュー実施に向けた検索式を作
成した。さらに、本系統的レビューの適格基準および除外基準を定めた。そして、系統的レビュ
ーのプロトコルを作成し、系統的レビュープロトコル登録サイトである PROSPERO に登録した
（CRD42021266044）。その後、複数の文献データベースを用いて論文を検索し、最終的には 10 報
の適格論文を抽出した。抽出論文の研究内容から、モラル傷害予防プログラム作成の示唆を得た。 
５）モラルレジリエンス尺度日本語版の作成 
 モラルジレンマに日常的に遭遇する医療現場における日々の課題を克服するためには、道徳
的苦痛や道徳的苦悩に対処する介入方法の開発が極めて重要である。介入効果を評価するため
の心理尺度として、モラルのレジリエンス（回復力）概念に着目した Rushton Moral Resilience 



Scale-16 を日本語に翻訳し、日本での適用可能性を検証した。看護師 498 人を含む 1,295 人の
医療従事者を対象に、ウェブアンケートを用いた横断的調査を実施した。信頼性分析、確認的因
子分析、相関分析、t 検定、分散分析を用いて尺度の妥当性を評価した。すべての下位尺度と全
尺度は十分な信頼性を有していた。当初の 4因子構造（道徳的逆境への反応、個人的誠実さ、関
係的誠実さ、道徳的効力）に基づいて確認的因子分析を行ったところ、許容可能な適合指数が得
られた。しかし、下位尺度、特に個人的誠実性と関係的誠実性に関する下位尺度のテスト・リテ
スト信頼性は低かった。全体として、妥当性が確認された日本語版 RMRS-16 は、医療従事者のメ
ンタルヘルス向上に有用な指標であることが確認された。本尺度研究は、原著者から国際ワーク
ショップに招かれ、今後モラルレジリエンスの国際研究グループとして活動していくことにな
った。 
６）支援者のモラルを護る心理的支援プログラムの開発・効果検証 
 モラル傷害に関わる各種実態調査の結果、ならびにシステマティックレビューで得られた知
見を基に、まず自殺予防支援者を対象とするモラル傷害予防を目的とする心理的支援プログラ
ムを開発した。具体的には、モラルジレンマやモラル傷害の発生機序などを動画で学ぶ eラーニ
ングとモラルジレンマやモラル傷害を抱える事例を「モラルジレンマ・モラル苦悩の解決シート」
を用いて検討するオンラインカンファレンスの３つのモジュールからなる予防教育プログラム
である。効果検証のため、国内在住の自殺予防支援者（医療従事者、地域の保健福祉職、電話相
談員など）を対象とした Waiting List Control デザインを用いたランダム化比較試験（RCT）
を研究班全員で実施した研究対象者は日本全国へ広げ、様々な地域、職種の対象者 56 名を確保
した。介入群は 2023 年 4 月、統制群は同年 5月にオンライン研修を実施し、介入前後に効果を
測定した。モラル傷害の概念に関する教育効果、倫理的効力感が有意に向上したことから、本プ
ログラムがモラル傷害を予防するための論理的思考力向上に有効であることが示唆された。 
次に対象を医療従事者にして e ラーニングの内容を改変した「医療従事者のモラルを護る心

理的支援プログラム」を開発し、自殺予防支援者を対象にした RCT と同様の研究デザインを用い
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